
 

 
1 

平
成
２４
年
度
最
後
の
大
き
な
大
会
、

「
第
３６
回
東
播
少
年
剣
道
大
会
」
が

平
成
２５
年
３
月
３１
日
（
日
）
小
野
市

総
合
体
育
館
ア
ル
ゴ
で
行
わ
れ
、
三
木

市
か
ら
は
、
小
学
生
男
子
の
部
に
、
中

央
・
別
所
・
志
染
・
自
由
が
丘
・
緑
が

丘
・
吉
川
の
６
チ
ー
ム
、
小
学
生
女
子

の
部
に
、
中
央
・
自
由
が
丘
・
緑
が
丘

の
３
チ
ー
ム
、
中
学
生
男
子
の
部
に
、

吉
川
・
中
央
・
志
染
の
３
チ
ー
ム
が
そ

れ
ぞ
れ
出
場
し
た
。 

 

小
学
生
男
子
の
部
は
、
三
木
中
央
、

自
由
が
丘
、
別
所
、
志
染
が
１
回
戦
を

突
破
し
た
が
、
２
回
戦
で
は
早
、
強
豪

に
敗
れ
、
唯
一
３
回
戦
に
進
出
し
た
志

染
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
部
も
、
加
古

川
市
の
「
尾
上
剣
友
会
」
に
敗
退
し
て
、

こ
こ
ま
で
で
姿
を
消
し
た
。
ベ
ス
ト
４

に
は
前
年
度
優
勝
の
「
高
砂
剣
道
教
室

剣
誠
会
」
、
「
加
古
川
警
察
少
年
剣
道

会
」
「
印
南
剣
道
場
」
そ
れ
に
地
元
の

「
小
野
市
少
年
剣
道
教
室
柳
心
館
Ａ
」

が
残
っ
た
が
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
稽
古
十

分
の
実
力
者
揃
い
で
、
互
い
に
譲
ら
ず

好
試
合
を
展
開
し
た
。
結
局
前
年
度
優

勝
の
高
砂
剣
誠
会
を
印
南
剣
道
場
が
僅

差
で
降
し
た
が
、
こ
の
カ
ー
ド
は
昨
年

と
同
じ
で
あ
り
、
印
南
の
大
将
阿
部
壮

己
が
剣
誠
会
の
榊
原
彬
人
を
破
っ
て
昨

年
度
の
雪
辱
を
果
た
し
、
優
勝
旗
を
奪

還
し
た
。 

 

小
学
生
女
子
の
部
は
、
地
元
小
野
柳

心
館
が
初
優
勝
。
三
木
勢
は
い
ず
れ
も

上
位
に
食
い
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。 唯

一
三
木
勢
の
中
で
期
待
が
持
て
た

の
は
中
学
生
男
子
の
部
だ
っ
た
が
、
前

年
度
優
勝
の
吉
川
剣
道
少
年
団
は
緒
戦
、

大
久
保
剣
道
教
室
（
明
石
市
）

を
沈
め
、
２
回
戦
も
く
い
さ

が
る
尾
上
剣
友
会
（
加
古
川
）

を
２
―
１
で
斥
け
３
回
戦
に

進
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ

で
勢
い
に
乗
る
高
砂
剣
誠
会

と
当
た
り
、
競
り
負
け
て
姿
を
消
し
た
。 

 

中
学
生
は
男
女
と
も
実
力
伯
仲
の

チ
ー
ム
が
接
戦
し
、
熱
戦
を
く
り
広
げ

た
。
結
局
男
子
は
大
蔵
剣
友
会
が
優
勝
、

剣
誠
会
が
２
位
に
な
っ
た
が
、
ど
こ
が

優
勝
し
て
も
お
か
し
く
な
い
レ
ベ
ル
の

高
い
戦
い
だ
っ
た
。 

 

中
学
女
子
は
、
①
二
見
北
②
剣
誠
会

③
阿
弥
陀
剣
友
会
③
竜
東
会 

 

小
中
学
校
と
も
全
体
に
三
木
勢
は
今

一
つ
力
が
及
ば
な
か
っ
た
。 

例
年
武
中
敏
彦
先
生
（
現
三
木
高
校

剣
道
部
顧
問
）
の
呼
び
か
け
で
、
春
休

み
に
、
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
、
エ
オ
の
森
研

修
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
行
わ
れ
る
、
近

隣
の
高
校
剣
道
部
の
合
同
合
宿
が
、
今

年
も
３
月
２６
日(

火)

～
２８
日(

木)

ま
で

あ
っ
た
。
参
加
し
た
の
は
、
社
・
三
田

翔
雲
館
・
柏
原
・
小
野
工
業
・
三
木

北
・
三
木
東
・
三
木
の
７
高
校(

生
徒

６９
名
、
引
率
指
導
者
１２
名)

で
あ
る
。 

 

初
日
の
２６
日
の
夜
は
３
部
練
。
夜

の
稽
古
に
は
地
元
三
木
剣
連
の
剣
士

１３
名
も
元
立
ち
に
立
っ
た
。
指
導
の

高
校
の
先
生
た
ち
に
混
じ
り
、
総
勢

２５
名
の
元
立
ち
に
、
高
校
生
約
７０
名

が
次
々
に
か

か
っ
て
い
く
。

７
時
半
か
ら

９
時
ま
で

み
っ
ち
り
稽

古
を
し
た
。 

 

最
後
に
神

澤
正
輝
副
会

長
が
切
り
返

し
の
大
切
さ

と
要
点
を
述

べ
て
稽
古
を
締
め

く
く
っ
た
。
高
校
生
た
ち
は
翌
２７
日

も
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
で
午
前
。
午
後
の
稽

古
。
２８
日
に
は
三
木
東
高
校
体
育
館

で
合
宿
参
加
校
以
外
に
も
計
２０
校
が

参
加
し
、
終
日
練
習
試
合
を
し
た
。 
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中中
学学
生生
のの
部部
、、
吉吉
川川
（（
前前
回回
優優
勝勝
））
のの
健健
闘闘
及及
ばば
ずず  

レレレ
ベベベ
ルルル
高高高
かかか
っっっ
たたた
東東東
播播播
少少少
年年年
剣剣剣
道道道
大大大
会会会
、、、
各各各
部部部
門門門
ででで
好好好
試試試
合合合   会会

員員
１１３３
名名
がが
元元
立立
ちち
にに  

高
校
生
春
の
合
同
合
宿
に 

○第３６回東播少年剣道大

会・高校生春の合同合

宿         (１面) 

○審判講習会・三樂錬成

剣道大会   （２・３面） 

○第３回生涯剣道の集い

に神澤正、森下氏が参

加・小林哲、神澤文氏に

教育功労賞   （３面） 

○稽古初め、月々の便り 

(４面) 

◎本紙は三木市剣連ＨＰ

http://mikikenren

2011.web.fc2.com/
でもご覧になれます。 

ＰＤＦでカラー印刷可能。 

元立ちに立った連盟会員の面  々



 
 

2 
平
成
２５
年
度
の
三
木
市
剣
道
連
盟

の
行
事
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

４
月
１４
日(

日)

、
三
木
市
加
佐
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
「
平
成
２５
年
審
判
講
習
会
」

が
、
教
士
７
段
小
椋
治
朗
先
生(

成
人

指
導
部
長)

、
錬
士
７
段
田
畑
修
先
生

を
講
師
に
行
わ
れ
、
一
般
会
員
３６
名
、 

 

高
校
生
３１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
小

椋
・
田
畑
両
先
生
は
、
全
剣
連
の
社
会

体
育
指
導
員
上
級
コ
ー
ス
合
格
者
と
し

て
日
頃
か
ら
研
修
に
つ
と
め
、
こ
の
日

も
資
料
を
用
意
し
て
、
参
加
型
の
、 

        

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ン
ニ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。 

 

両
先
生
は
最
初
に
全
受
講
生
に
簡
単

な
テ
ス
ト
用
紙
を
配
り
、
高
段
者
か
ら

高
校
生
ま
で
全
員
に
解
答
を
さ
せ
た
後
、

我
々
の
記
憶
や
知
識
が
い
か
に
曖
昧
で

あ
る
か
を
確
認
に
し
て
注
意
を
促
し
ま

し
た
。
今
回
の
講
習
で
は
「
わ
か
っ
て
、

で
き
る
」(

指
導
者
の
育
成)

を
目
標
に 

掲
げ
、
組
み
合
わ
さ
れ
た
３
名
の
審
判

(

１
名
の
高
段
者
に
２
名
の
新
人)

が
、

皆
の
注
目
す
る
中
、
高
校
生
た
ち
の
試

合
を
審
判
し
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
前

の
組
が
あ
と
の
１
組
を
指
導
す
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。
注
意
す
る
立
場
に
立

た
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
客
観
的
に
試
合

を
見
る
目
を
養
う
や
り
方
で
す
。 

 

実
際
、
自
分
が
審
判
す
る
だ
け
で
な

く
、
審
判
員
を
見
守
り
、
そ
の
不
十
分

な
と
こ
ろ
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
時
に
自
ら
の
未
熟
さ
の
反
省
も
同
時

に
行
う
の
で
す
。 

試
合
を
す
る
高
校
生
も
１
組
、
審
判
練

習
を
す
る
講
習
生
も
１
組
だ
け
で
す
が
、

参
加
者
全
員
が
試
合
に
集
中
し
、
認
識

を
共
有
し
て
「
得
る
と
こ
ろ
大
」
で
あ

り
ま
し
た
。 

 

や
っ
て
い
る
当
人
た
ち
だ
け
に
終
わ

ら
せ
な
い
工
夫
が
、
「
一
緒
に
学
び
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
る
講
師
に
は
あ

り
ま
し
た
。 

 

１１
時
半
に
講
習
を
終
了
し
，
そ
の

あ
と
は
約
１
時
間
、
参
加
者
全
員
の
合

同
稽
古
が
あ
り
、
４
月
か
ら
三
木
北
高

校
教
頭
に
着
任
さ
れ
た
剣
道
教
士
８
段
、

高
村
克
人
先
生
も
稽
古
に
参
加
さ
れ
、

た
っ
ぷ
り
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

３
月
２６
日(

火)

～
２８
日
（
木
）
ま

で
の
２
泊
３
日
、
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
で
の

合
宿
を
終
え
、
稽
古
充
実
の
三
木
市
内

の
高
校
剣
道
部
は
、
３
月

２９

日

（
金
）
、
県
立
武
道
館
（
姫
路
）
創
志

学
園
道
場
で
行
わ
れ
た
「
第
４１
回
三

樂
錬
成
剣
道
大
会
」
に
参
加
し
た
。 

こ
の
大
会
は
、
孟
子
の
「
君
子
に
三
樂

有
り
。
」
の
名
言
に
由
来
し
て
第
１１

回
大
会
か
ら
命
名
さ
れ
た
も
の
で
、
以

下
の
特
色
が
あ
る
。 

① 

一
チ
ー
ム
三
人
制
で
あ
る
こ
と
。

(

五
人
一
チ
ー
ム
が
組
め
な
い
学
校
も

出
る
こ
と
を
念
頭
に
、
配
慮
し
て
い
る
。

② 

個
人
戦
は
段
位
制
を
と
っ
て
い
る

こ
と
。
つ
ま
り
、
段
外
の
部
、
初
段
の

部
、
二
段
以
上
の
部
と
分
け
、
同
じ
レ

ベ
ル
の
相
手
と
競
い
合
う
。 

③ 

大
会
は
年
三
回
行
わ
れ
る
こ
と
。

し
た
が
っ
て
同
じ
学
年
の
メ
ン
バ
ー
と

年
三
回
は
戦
い
錬
成
す
る
。
違
う
学
校

の
生
徒
が
か
な
り
な
じ
み
に
な
り
友
情

が
深
ま
る
。 

大
会
運
営
も
、
試
合
の
審
判
も
高
校

生
自
身
の
手
で
行
い
、
出
場
者
が
相
互

に
審
判
し
合
う
。
大
会
が
四
十
一
回
を

数
え
る
の
は
そ
の
故
で
あ
る
。 

三
木
高
校
剣
道
部
は
、
前
回
の
４０

回
大
会
で
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
四

チ
ー
ム
中
三
チ
ー
ム
が
ベ
ス
ト
８
に
入

る
な
ど
健
闘
し
て
、
か
な
り
の
自
信
を

持
っ
て
い
た
が
入
賞
に
ま
で
は
至
ら
な

か
っ
た
。
今
回
は
各
チ
ー
ム
と
も
３
位

以
内
を
狙
っ
て
い
た
と
い
う
。 

今
回
も
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。
内

Ｂ
チ
ー
ム
｛
先
鋒
宮
崎(

三
木
中)

、
中

平平
成成

２２５５
年年
度度
三三
木木
市市
剣剣
道道
連連
盟盟
主主
催催  

審審
判判
講講
習習
会会
にに

６６７７
名名
がが
参参
加加  

「「「
わわわ
かかか
っっっ
ててて
・・・
ででで
ききき
るるる
」」」
ががが
目目目
標標標   

三
木
高
剣
道
部 

三
樂
錬
成
剣
道 

大
会
で
優
勝(

初) 

マイクを手に指導する小椋先生 
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堅
安
福
（
志
染
中
）
大
将
松
下
（
三
木

中
）
｝
が
４０
校
６４
チ
ー
ム
の
頂
点
に

立
ち
、
優
勝
し
た
。 

 

Ｂ
チ
ー
ム
は
緒
戦
か
ら
勢
い
が
あ
り
、

準
々
決
勝
で
相
生
産
業
Ａ
に
２
―
０
、

準
決
勝
で
八
鹿
Ａ
を
２
―
１
、
決
勝
戦

で
相
生
産
業
Ｃ
に
２
―
１
で
勝
っ
て
初

優
勝
を
果
た
し
た
。
相
生
産
業
は
県
大

会
の
強
豪
の
一
画
、
そ
れ
を
斥
け
て
の

勝
利
は
、
三
木
高
の
生
徒
に
と
っ
て
は

大
き
な
励
み
に
な
る
。 

 

こ
の
大
会
は
、
県
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

こ
そ
参
加
し
て
い
な
い
が
、
県
西
宮
、

武
庫
之
荘
、
淡
路
三
原
、
舞
子
、
神
戸

弘
陵
、
須
磨
の
浦
、
神
戸
科
学
技
術
等

県
下
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
。
４０

校
６４
チ
ー
ム
の
頂
点
に
立
て
た
こ
と

は
生
徒
の
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
る
だ

ろ
う
。
４
月
末
に
は
東
播
大
会
が
あ
る

が
、
部
員
の
意
識
も
高
ま
り
、
４０
年

ぶ
り
に
入
賞
が
狙
え
る
体
制
が
整
い
つ

つ
あ
る
と
武
中
監
督
は
ひ
そ
か
に
期
待

す
る
。 

 

三
木
高
以
外
に
も
、
女
子
個
人
初
段

の
部
で
三
木
東
高
校
の
杉
正
が
優
勝
、

西
尾
が
準
優
勝
。
女
子
段
外
の
部
で
吉

川
高
の
藤
原
が
準
優
勝
し
た
。 

 

今
回
の
大
会
か
ら
優
勝
チ
ー
ム
に
は

優
勝
カ
ッ
プ
が
授
与
さ
れ
た
が
、
こ
の

カ
ッ
プ
は
、
今
年
限
り
で
定
年
退
職
さ

れ
る
松
川
好
秋
先
生
（
元
三
木
東
高
剣

道
部
監
督
、
現
県
立
大
付
属
高
校
剣
道

部
監
督
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
記
念
す
べ
き
優
勝
カ
ッ
プ
を

三
木
高
校
が
最
初
に
持
ち
帰
っ
た
。 

第第第
３３３
回回回
生生生
涯涯涯
剣剣剣
道道道

ののの
集集集
いいい
ににに
神神神
澤澤澤
・・・

森森森
下下下
両両両
氏氏氏
ががが
参参参
加加加   

 

４
月
２
日(

火)

午
前
１０
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
、
印
南
剣
道
場(

加
古
川
市

西
神
吉
町
宮
前)

で
行
わ
れ
た
「
第
３

回
生
涯
剣
道
の
集
い
」
に
、
呼
び
か
け

に
応
じ
て
、
三
木
市
剣
道
連
盟
か
ら
森

下
哲
次
・
神
澤
正
輝
両
副
会
長
が
参
加

し
、
総
勢
２５
名
の
剣
友
に
混
じ
っ
て

稽
古
し
交
剣
の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
会
は
、
参
加
資
格
を
６５
歳
以

上
の
男
子
、
５０
歳
以
上
の
女
子
と
す

る
以
外
、
段
位
の
制
限
な
ど
を
せ
ず
、

自
由
に
稽
古
し
、
互
い
の
健
康
を
祝
し
、 

交
友
を
深
め
る
も
の
で
、
木
刀
に
よ
る

日
本
剣
道
形
の
稽
古
と
互
角
稽
古
を
行

い
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
森
下
哲
次
氏
の
感
想 

「
１０
名
ほ
ど
の
先
生
方
と
交
剣
の
喜

び
を
味
わ
い
ま
し
た
。
帰
宅
し
て
思
い

出
す
と
、
そ
ん
な
に
沢
山
の
方
々
と
稽

古
を
し
て
よ
く
体
が
動
い
た
も
の
だ
と

我
な
が
ら
感
心
し
、
健
康
で
い
ら
れ
る

こ
と
に
感
謝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８６

歳
に
な
ら
れ
る
先
生
と
の
立
ち
会
い
で

は
、
そ
の
理
合
い
の
奥
深
さ
に
『
剣
道

の
不
思
議
』
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。
」 

           

小小小
林林林
哲哲哲
也也也
、、、
神神神
澤澤澤

文文文
和和和
両両両
氏氏氏
ににに
教教教
育育育

功功功
労労労
賞賞賞   

２
月
２３
日(

土)

午
後
１
時
半
よ
り
三
木

市
教
育
セ
ン
タ
ー
に
於
て
「
平
成
２
４

年
度
三
木
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
教
育
功
労

賞
授
与
式
」
が
行
わ
れ
た
。
市
内
全
域

か
ら
平
成
２４
年
度
中
に
活
躍
が
顕
著

で
あ
っ
た
個
人
２８
名
、
団
体
１３
団
体

が
表
彰
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
少
年

か
ら
７５
歳
を
超
え
る
方
々
も
混
じ
っ

て
い
た
。 

 

表
彰
式
に
は
、
「
い
き
い
き
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
ー
心
豊
か
な
人
づ
く
り
ー

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
挨
拶
み
き
６

カ
条
「

○あ
か
る
く
、

○い
つ
で
も
、

○さ
わ
や
か
に
、

○つ
づ
け
て
、

○み
ん

な
で
、

○き
も
ち
よ
く
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
た
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
の
あ
と
、
三
木
市

教
育
功
労
賞
の
授
与
式
に
移
り
、
各
ス

ポ
ー
ツ
種
目
か
ら
選
ば
れ
た
２０
名
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。 

 

我
が
三
木
市
剣
道
連
盟
か
ら
は
、
小

林
哲
也
、
神
澤
文
和
両
先
生
が
受
賞
さ

れ
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
少
年
剣
道
の

指
導
に
携
わ
り
、
併
せ
て
自
身
も
生
涯

剣
道
の
心
を
持
ち
続
け
ら
れ
て
い
る
両

氏
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
て
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。 

 

な
お
、
当
日
挨
拶
に
立
っ
た
薮
本
市

長
の
口
か
ら
思
い
が
け
な
い
発
表
が

あ
っ
た
。
市
長
に
よ
る
と
、
平
成
２５

年
度
の
予
算
で
や
っ
と
赤
字
脱
却
の
め

ど
が
立
ち
か
け
て
い
る
そ
う
で
、
懸
案

の
「
三
木
市
総
合
体
育
館
」
の
建
設
を
、

２７
年
度
計
画
立
案
、
２９
年
度
に
は
完

成
さ
せ
た
い
と
の
こ
と
。
噂
に
も
上
っ

て
い
な
か
っ
た
突
然
の
発
表
に
、
多
く

の
も
の
が
驚
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

(

報
告
森
下
哲
次) 

左から参加した神澤、森下両副

会長（右は蛭子先生） 



 
 

4 
平平
成成
２２５５
年年
のの
稽稽
古古

初初
めめ
行行
わわ
れれ
るる  

新
年
が
明
け
た
去
る
１
月
９
日
（日
）

朝
９
時
よ
り
、
三
木
市
剣
道
連
盟
稽
古

初
め
が
行
わ
れ
、
三
木
市
民
体
育
館
に

小
・
中
・
高
校
生
及
び
一
般
会
員
計
約

１２０
名
が
気
分
も
新
た
に
剣
を
交
え
た
。  

 

互
い
に
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

た
後
、
昨
年
１１
月
の
三
木
市
民
剣
道
大

会
で
日
本
剣
道
形
の
部
に
入
賞
し
た
３

教
室
、
別
所
、
吉
川
、
自
由
が
丘
の
小
学

生
各
２
名
が
５
本
目
ま
で
、
そ
の
後
昨

年
新
６
段
に
昇
段
さ
れ
た
植
田
吉
則
氏

と
大
柴
敏
昭
氏
に
よ
る
気
迫
の
こ
も
っ

た
素
晴
ら
し
い
日
本
剣
道
形
が
披
露
さ

れ
た
。 

そ
の
後
、
小
・
中
学
生
、
高
校
・
一
般
会

員
の
稽
古
と
続
き
、
心
地
よ
い
汗
を
流

し
た
。 

 

 
 
 

 

謹
賀
新
年 

 

鐘
の
終
は
り
て 

年
新
た 

晴
着
畳
み
て 

枕
元 

 

鐘
の
終
は
り
て 

年
新
た 

孫
の
賀
状
も 

交
じ
り
来
る 

 

鐘
の
終
は
り
て 

年
新
た 

二
日
も
同
じ
老
夫
婦 

 

鐘
の
終
は
り
て 
年
新
た 

へ
の
へ
の
も
へ
じ 
初
硯 

 

鐘
の
終
は
り
て 

年
新
た 

屠
蘇
に
酔
ひ
た
る 

男
の
子 

 

着
更
衣
月
諸
事 

 

福
は
炉
端
に 

鬼
は
庭 

座
敷
の
隅
に 

豆
残
る 

 

福
は
炉
端
に 

鬼
は
庭 

雪
の
維
新
の
在
り
し
月 

    

福
は
炉
端
に 

鬼
は
庭 

軒
に
づ
ら
り
と 

干
し
大
根 

 

福
は
炉
端
に 

鬼
は
庭 

 

九
郎
判
官 

一
の
谷 

 

福
は
炉
端
に 

鬼
は
庭 

 

宇
治
の
浮
舟 

い
ま
い
づ
こ 

 

寒
さ
の
三
月 

 

蛍
の
光 

窓
の
雪 

今
朝
の
草
鞋
は
新
し
し 

 

蛍
の
光 

窓
の
雪 

長
屋
の
隅
の 

枝
垂
れ
桃 

 

蛍
の
光 

窓
の
雪 

証
書
で
チ
ャ
ン
バ
ラ 

小
剣
豪 

 

蛍
の
光 
窓
の
雪 

袴
姿
も 
今
日
限
り 

 

蛍
の
光 

窓
の
雪 

 

遥
か
な
ひ
孫
の 
雛
飾
る 

   

鳥
待
月
興 

 

花
の
下
に
て 

酒
酌
ま
む 

遠
慮
は
無
用 

ま
づ
一
献 

 

花
の
下
に
て 

酒
酌
ま
む 

酔
ひ
て
候 

千
鳥
足 

 

花
の
下
に
て 

酒
酌
ま
む 

手
拍
子
に
合
わ
せ 

フ
ラ
メ
ン
コ 

 

花
の
下
に
て 

酒
酌
ま
む 

沈
香
に
送
ら
れ 

人
去
り
ぬ 

 

花
の
下
に
て 

酒
酌
ま
む 

 

鐘
は
遥
か
に 

墓
六
つ 

  

気迫十分の日本剣道形を披露した

植田氏(左)、大柴氏(右)  

月月月
々々々
ののの
たたた
よよよ
りりり 
 

丹
野
骨
平 

 


